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ＴＯＰＩＣS１：記念植樹をしました
H２１年３月、稲葉ダムに小学生のみんなが桜の木の植樹に来てくれました。初め

て入るダムにみんなワイワイガヤガヤ・・・。

まずは職員のお姉さんがダムの説明をしてくれました。次に、地元のお兄さんが桜

の苗の植え方を教えてくれます。いよいよ桜の植樹です！みんなうまくできるかな!?

本格的な真夏の太陽が蝉の鳴き声とともに降り注ぐ季節になってきましたが、稲葉ダム

近隣地区の皆様におかれてはご健勝のことと存じます。また、平素はダム建設工事に格段

のご理解とご協力を頂きありがとうございます。のご理解とご協力を頂きありがとうございます。

当工事におきましては、本体工事、貯水池対策工の１工区、４工区、６工区の工事を進

めています。また、今後の大きな工事としては、１０月から転流トンネルの水路切替え、

Ｈ２１年度末から試験湛水を開始する予定です。

当協議会としましては、現場内外問わず事故のないように気をつけていきたいと思って

ＴＯＰＩＣS２：ベトナム電力公社の方々による見学会を開催しました
Ｈ２１年７月１６日、ベトナム電力公社の方々８名が来日されました。その主要目

的の一つが稲葉ダムの見学でした。

現在ベトナムでは「ベトナム国チュンソン水力発電計画」が策定されており、それ

に伴いダム建設が行われることになっています。この計画に先駆けて“日本のダム建

設における施工監理体制および運営管理体制を参考にしたい”との要望があり、数あ

る日本のダムの中でもこの稲葉ダムが選ばれました。
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＜①・④・⑤・⑥・⑦写真＞

→H21末には残りの貯水池対策工（１・４・６工区）を完了する予定です。

＜③写真＞

→水路を堤内排水路に切替え後、転流トンネルを閉塞します。


